
施工機械（オートチッパー SU-225） 本工法によりはつり作業を行ったジョイント部

概　要
　高架道路のジョイント部において、ウォータージェットに
よる後打ちコンクリートのはつりを低騒音・低振動で行う技
術。施工機械「オートチッパー」による全自動での施工とな
るため、従来の人力でのはつり作業と比べ周辺環境への影響
を抑制し、安全性・施工性の向上を図ることができる。
※東京都建設局新技術（NeTIDa）登録済み（2022002）
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オートチッパーによる施工状況

特　長
１．周辺環境への影響を抑制

従来のはつり作業と比べて低騒音・低振動のため、都市部
での夜間作業にも最適。また、超高圧水による作業のため
粉じんの発生を大幅に軽減できるほか、撤去材と使用水を
同時に吸引するため、はつりガラ飛散を抑制する。
２．品質の向上

超高圧水による作業で、床版本体へのダメージを大幅に緩
和。また、全自動での施工のため、はつり深さや施工範囲
を均一にできる。
３．安全性・施工性の向上

機械によるはつり作業のため、施工エリアから離れて作業
でき安全性が高い。また、機械の据付・撤去を容易に行う
ことができ、施工性も向上する。

施工手順例（都市高速道路での部分規制施工）

【移動式オートチッパー工法】
装置は設置式と移動式の２種類あるため、 

用途に合わせて選択可能。

①既設ゴムジョイント撤去 ②ジョイント遊間部止水工

→

→
→

→

→

④オートチッパー施工③オートチッパー搬入・据付

⑥撤去完了⑤はつり状況確認

サイズ 全長2,040×全幅2,250×全高1,745㎜

質量（重量） 0.7ｔ

電源 100V／200V

はつり範囲 X軸：1,650㎜　Y軸：1,035㎜

移動式オートチッパー
の詳細
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従来技術とK-PREX工法の比較

概　要
　「K-PREX工法」は、既設コンクリート構造物にプレスト
レスを導入する技術である。本工法では、既設コンクリート
構造物部材にコアドリルで削孔した後に、最深部を専用の特
殊削孔機で円錐状に拡径削孔を行う。そこに先端にグリップ
を設けた緊張材を配置し、拡径削孔部の空隙を専用の特殊充
填材で満たすことにより、部材内部にくさび状の固定定着部
を構築する。これにより、あと施工でプレストレスを導入し、
既設部材および増設部材を内部から補強する技術である。

用　途
・コンクリート構造物の拡幅・部材追加
　（歩道橋添加、橋台・橋脚基礎拡幅など） 
・コンクリート構造物の部材補強
　（ケーソン基礎、フーチングなど）
・建築構造物の補修・補強

適用例
●拡幅・部材追加

橋梁補修補強工

既設コンクリート構造物へのプレストレス導入技術
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特集-146／土木工事／道路維持修繕工

従来技術 K-PREX工法

部材周辺に補強材の配置空間が必要 部材周辺に補強材の配置空間は不要

①基礎構造物の補強

一般的な補強方法 K-PREX工法による内部補強

コンクリート
増厚補強

プレストレスによる
引張応力緩和

補強が困難な箇所 緊張材（K-PREX工法）

交通を妨げずに補強が可能
補強するためには、大がかりな
仮設・道路規制が必要となる

①基礎構造物の補強②拡幅・部材追加 ②拡幅・部材追加

打継目がRC構造のため、PC構造に
比べひび割れが発生しやすい

プレストレスにより、
ひび割れ抵抗性と水密性が向上

多数の削孔が
必要となる

削孔数の減少

エポキシ樹脂で定着した鉄筋 エポキシ樹脂で定着した鉄筋

補強PC鋼材

A－A断面 A－A断面

工法概要図

特　長
１．新旧コンクリートの打継目にプレストレスが作用するこ

とで、耐荷力の増加が図られ水密性が格段に向上する。
２．プレストレス導入に伴い、樹脂アンカー本数（削孔数）

を削減できる。
３．局部的な作業空間での施工が可能となる（土中・水中部

材の補強などで大掛かりな仮設を要する場合には特に有
効。道路供用下での部材補強などでは、交通を妨げない箇
所からの施工により道路規制を軽減）。

歩道橋の添加 橋脚基礎の拡幅

●内部補強

ケーソン基礎の耐震補強

掘削範囲

橋脚

補強対象部位 補強対象部位
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